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プログラム 
 現代の建築設計を巡る環境には、大きく 2 つの動きがみられる。一つは、グローバライゼー

ションに対応する動きであり、もう一つは、地球環境に配慮したサスティナビリティへの取り

組みである。  

 建築のサスティナビリティを実現しようとするときには、気候風土や生活習慣をよく理解す

る必要があり、そのためにはその場に留まりながら設計することが必要と考えられてきた。し

かし、設計をめぐるグローバライゼーションの状況の下、建築家はより流動的な作業環境にお

かれることを余儀なくされている。 

 このようにグローバライゼーションとサスティナビリティが同時に求められている現代は、

ある意味矛盾する状況であると考えられるが、これにどのように向き合っていくかが、これか

らの建築設計の鍵となると考えられる。 

 このシンポジウムは、日本を拠点とし世界で活躍する建築家たちを招待し、設計の現場とそ

の設計思想についてのプレゼンテーションと意見交換を通して、今後の建築意匠論の指針を得

ることを目的とするものである。 

 

講師  : マーク・ダイサム（クライン・ダイサム・アーキテクツ主宰） 

    早野 洋介       （MAD Tokyo 主宰） 
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場所  :   東京工業大学 緑が丘講義棟 ( M 011 ) 

 

日時  : 2008年 3月 15日 (土曜日) 

        13:20-  イントロダクション 講師紹介 

        13:30-   講師によるレクチャー (45分×3名)  

        15:50-   ディスカッション 

        17:30-   質疑応答 

        18:00-   懇親会 
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